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パー ソナルカラ ー 研究会研究発表会報告

大島 未有希

　2001 年8 月25 日に第
一

回パ
ー

ソ ナル カラ
ー

研究

会の研究発表会が開催された 。

　パー
ソナルカラーの コ ン サルテ ィ ングの実例や、個

人的研究、あるいは色彩調 査の資料などの紹介、文献

調査か ら得た知見なども、全国大会発表の リプレイ と

共に発表 しようという考えで研究発表会が開催された。

　こ の発表会で は、冒頭 に電気通信大学の 小林光夫教

授に 「パー
ソナルカラ

ー研究と コ ン ピ ュ
ー

タ」と題 す

る講演を して いただき 、特に当日 の 朝4 時に完成 した

ばかりの 「Colorcel」と命名された色値変換と色彩表示

の ソ フ トの公表 は素晴らしい こ と で あ っ た。

　この会の発表は8件で、参加者の予測を30 名として

準備を行 っ ていたが、参力口者総数は71名にな り、目白

デザイン専門学校の教室が超満員の状態で、盛況で あ

っ た。以下に特別講読の概要 と各発表者がまとめた発

表概要を報告する 。

●特別講演

パー
ソナルカラー研究と コ ンピュ

ー
タ

　　電気通信大学　小林　光夫教授

　パ ーソ ナル カラ
ー
研究 における コ ンピ ュ

ータ
ー

導

入の意義と、講師により開発された色彩情報処理用の

コ ンピュ
ータ

ー
ソ フ トである「Colorcel」の機能の 具体

的な解説がPC プロ ジ ェ クターを用いて なされた。

　導入後の研究環境と してデ
ー

タ ベ ー
ス としては 2種、

情報処理用 ソフ トには 3 種が特 に用意され て いる ，

「CoLorcel」は色彩情報処理 に使用されるソ フ トで あり、

「EXGel」が使えれ ば容易に使用できるパ ーソナル カ

ラ
ー

リス トにと っ て 極めて有用な ソ フ トで あ る 。

　各表色系の表色値を相互 に自由に変換できる色変換

機能と得 られた表色値を 1次元から3次元ま で の様々

な色空間 として表示が で きるグラ フ 作成機能とが あ る。

●研究発表

1．パーソナルカラ
ー診断結果分析表報告

　　風見　なほみ
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　パー
ソナルカ ラー診断が 、日本 に導入 され て か ら

15年以上が経ぢその 間には様々な提唱理論が論 じら

れ、自身がライセ ン ス を習得 した理論 （分類基準など）

以外に触れる機会は殆どなか っ た。

　ア ンケー トでは、パ ー
ソナル カラ

ー
リス ト及 び、パ

ーソナルカラ
ー

アナ リス ト達の診断結果の基準と、そ

の傾向を目的とした調査を行 っ た。

　今回はア ン ケ
ー

ト全22 項 の中から、下記の 内容に

関する報告を行う。

　　 1 ：診断基準　　H ：色に関す る 内容

　　皿 ：診断結果と好みの相関関係

2．フ ァ ッ シ ョ ナブル とい われ る街に おける快適色の

　調萱研究・全国大会発表紹介・

　　日高　久美子、福永　節子、黒田　まみ子、

　　東郷　悦子、徳田　代智子、門田　真乍子

　色の選択肢の多い 時代の 「快適色」「快適フ ァ ッ シ ョ

ン」とは どうい うもの なの か 、ま た、「代官山」「銀座」

「自由が丘」での調査により、街の イメージと人々の装

い の関連に つ い て考察を試みた。

　（結果 ）◇「な じませる」と「メ リ八 リ」がキ
ー

ワ
ー

ド。

「対照色相・対照 トーン 配色」で「な じむ」「調和する 」と

い う要素が見い だせ なか っ た装いは評価が著 しく低

か っ た。◇街によ っ て、フ ァ ッ シ ョ ンライ ン が微妙に

違い、その街のイメ
ージと マ ッチ した。

3．ラ ン ジ ェ リ
ー

の色彩傾向と快適色

　　峰野　千秋、鎗田　環

　ラ ン ジ ェ リ
ーカ ラ ーに つ い て 、首都圏大手百 貨店

・

量販店専 門店 における店頭調査とア ン ケー トによる

10代〜60代女性の意識調査の結果報告 。

　持 っ て い る下着の 色 ・一番多 く持 っ て いる下 着の

色 ・一番好きな下着の色
・
これか ら買い たい 下着の色

の TOTAL の 結果 、及び年代別意識の違い等を中心

に報告。アウタ
ー

に響 かない等色の持つ 機能的特性

だけでな く精神面 も含めた選択がされて おり、各年代
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の 持 つ 精神的特徴が下着の色選びにも大きく左右 す

る事が判る。尚、こ の様な マ ーケ テ ィ ン グ調査は 、快

適色を使用した新商品等の提案を目的とする。

4．衣服購入 に及ぼすパーソ ナルカラー診断の影響一そ

　 の後一全国大会発表紹介一

　　堤　弘子、鈴木　頼子、小木　ゆみ子、富永　日鶴 、

　　塩田　敬子 、平良　木節

　この研究は 、パー
ソナ ルカラー診断が衣服購入 に及

ぼす影響につ い て 、診断を受けた 100 名を対象に、診

断前・
後 に所持衣服 の色 を調査 し、各 タイ プ こ とに診

断前と後との衣服購入 行動の 変化を調査 した 。 その

結果診断以後 は、似合う色と診断された色を取り入れ

る傾向が強い が、その影響力は 4つ のタイ プそ れぞれ

に異な っ ていた。また、どの タイ プも、似合わな いと

診断された色を着なくなる傾向が非常に強いと い う

調査結果となっ た。

5．PCCS 色票のパーソ ナルカラ
ー

シ ス テ ムに よる

　分類一力 ラーナ ビシ ステ厶の基礎

　　永田 泰ヨム、野坂 王好 、田所 愛子、芳賀 はま子

　ブル
ーベ ー

ス とイエ ローベ ー
ス による色彩 の 2分類

シ ス テム、あ るいは更に 、春夏秋冬の 4分類にする シス

テムは、パーソ ナルカ ラー診断の基本となる色彩分類

の考え方 と して存在 して お り、色彩調和を求める手 法

と して 、理論的な裏づ けは い まだ不十分と して も 、経

験的に有効 と認識さ れてい ると考えている 。

　こ の シ ステムをパーソ ナル カ ラー診断以外の配色に

応用する こ との有用性に気付い て、検討 して い るのが

カ ラ
ー

ナ ビ シ ステム と命名 した方法である 。 そのため

に 日本での配色教育の道具 と し て使 う こ とを目的に、

普及度が高く価格も低廉な日本色研事業発行 の 「新配

色カ
ー

ド199」を4 分類することを検討した。

6．PCCS 色票を用いた配色指導の 実例一力 ラーナ ビ

　 シ ス テムの応用一

　　 田所　愛子

　力ラ
ー

ナ ビ シ ス テム とい うシ ステ マ テ ィ ッ クな配

色手法を使 っ て 、イ メージ表現 の トレー
ニ ングを行 っ

て い る。同 じ色相グル
ー

プを使 っ て4 つ の違うイ メ
ー

ジを表現 したり、イメ
ー

ジワ
ー

ドか らのナ ビゲー
シ ョ

ン で 配色表現することを課題として いる。文章を作

成 するときにまず文型 に あて はめて構文する ような

ものだが維 に でも と りあえずは目的にあ っ た配色が
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可 能になる 。 今日、イメージの世界はますます多様で

微妙だが、配色が第三 者に も 同 じイ メージと して 伝わ

ることが 評価の基準になる。身近な色票で 、色に触れ、
表現し、実感する こ とを繰 り返 す うちに配色の力が身

につ いてい く。

7 ．ドレープの色彩的特徴の分析一全国大会・
カラ

ー
フ ォ

　
ー

ラ厶発表要約一

　　大島　未有希、小林　光夫、糸日谷　崇之、遠山　令子

　内容は 「パ
ー

ソ ナ ルカ ラ
ー

アナ リ シ スに用い られる

ドレ
ー

プの色彩的特徴」（小林光夫 ら ：カラ
ー

フ ォ
ー

ラ

ム JAPAN2000 論文集 ，pp．137 −140 （2000 ））
の紹介 。

　ドレープ測色値の 分析は、過去に マ ンセル 表色系に

よ っ て行われ、最近 NCS 表色系で詳細に統計学的に分

析された 。 それ らの 結果が下記の ように報告された 。

　  全て の ドレー
プは四季に分 けられる 。

　  テス トカラー
では、クー

ル系（夏 と冬）か らウォ
ー

ム系 （春と秋）へ の色相のずれ方向に規則性がある 、さ

らにNCS 表色系で は秋は春に比 べ 黒みが多 く、夏は冬

に比 べ 白みが多い。

　これ らの事より四季毎に特色が見 られた。

8．ドレープのア ン ケート調査の分析・全国大会発表紹介一

　　遠山　令子、小林　光夫、糸日谷　崇之、大島　未有希

　内容は2001 年色彩学会全国大会「パー
ソナルカラ

ー
アナ リシ ス に用い られる ドレ

ー
プの色彩に関するア

ン ケー ト調査 の分析」（大島未有希 ら 、日本色彩学会誌 ，
Vol．25 ，SUPPLEMENTIpp ．92 −93 （2001 ））の紹介。

　対応色ア ン ケー ト調査デ
ー

タをNCS 表 色系で 分析

し報告 した。

　  多くの ドレープセ ッ トに対応色があ っ た。

　  ニ ュ ア ン ス面領域別で対 応色の 四季全体 に 5つ

の傾向を認めた。以上 の 全国大会発表に加え、新た に、
ニ ュ ア ンス面で 対応色の 四季別に傾向が見 ら れ る事

が大島 ・遠 山に よ り報告された 。

　すなわ ちウ ォ
ーム系では春は黒み 秋は 白み 、クー

ル

系では 夏は黒み 冬は 臼み の ばらつ きの 平均が小さ い

事 が分か り、こ れ らの事が カラーア ナ リス トの色選択

時の意識 と関係する事が示唆さ れ る。

　本研究発表会は 来年度もほぼ同時期に開催する こ

とを予定してお り、多くの発表 が申し込 まれる ことを

期待 して い る 。
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